
　『
重
力
ピ
エ
ロ
』
と

い
う
2
0
0
3
年
発
刊

の
本
が
書
店
か
ら
消
え

て
い
る
と
い
う
。
題
名

が
そ
の
ま
ま
名
前
に

な
っ
た
競
走
馬
が
歴
史
的
勝
利
を

飾
り
、
再
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。「
推
し
活
」
ブ
ー
ム
で
競
馬

を
応
援
す
る
年
代
が
幅
広
く
な
っ

て
い
る
と
も
聞
く
▼
推
し
活
と
は

自
身
が
推
し
て
い
る
対
象
を
応
援

す
る
こ
と
で
活
力
に
変
え
る
活
動

だ
。
ア
イ
ド
ル
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
芸
人
、
動
画
配

信
者
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
対
象

は
広
い
▼
推
し
活
を
始
め
た
こ
と

で
「
生
き
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ

た
」、「
健
康
診
断
の
数
値
が
改
善

し
た
」
と
い
う
回
答
を
得
た
調
査

報
告
も
あ
る
。
他
者
を
応
援
す
る

こ
と
を
生
き
る
糧
に
す
る
と
言
う

と
良
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
そ

の
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
執
着

に
変
わ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ

る
▼
仏
教
で
は
死
後
、
地
獄
、
餓

鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
の

い
ず
れ
か
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
餓

鬼
道
は
生
前
、
強
欲
で
貪
り
の
心

に
囚
わ
れ
た
者
が
落
ち
る
と
さ
れ

る
。
つ
ま
り
自
分
の
理
想
と
現
実

が
違
っ
た
時
に
、
理
想
を
無
理
に

求
め
た
り
、
他
者
に
強
要
し
た
り

す
る
行
い
を
続
け
る
と
、
死
後
も

飢
え
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

世
界
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
▼

「
楽
し
そ
う
に
生
き
て
い
れ
ば
、

地
球
の
重
力
な
ん
て
な
く
な
る
」

と
い
う
『
重
力
ピ
エ
ロ
』
の
一
文

が
あ
る
。
ま
ま
な
ら
な
い
事
に
執

着
せ
ず
、
前
向
き
に
生
き
る
こ
と

を
後
押
し
す
る
言
葉
に
聞
こ
え
て

な
ら
な
い
。

ご く み
極 微

　
正
副
議
長
選
は
、推
薦
の
結
果
、

議
長
に
道
興
会
の
松
景
崇
誓
議

員
、
副
議
長
に
新
成
会
の
鈴
木
常

元
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ

た
。

　
松
景
議
長
は
「
円
滑
な
議
会
運

営
に
一
意
専
心
し
職
務
に
邁
進
し

た
い
」と
決
意
を
新
た
に
し
た
。ま

た
鈴
木
副
議
長
は
「
議
会
の
秩
序

を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
務
め
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
藤
光
賢
天
台
座
主
猊

下
か
ら
の
辞
令
が
親
授
さ
れ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
堀
澤
祖
門
探
題

大
僧
正
の
導
師
で
法
楽
が
奉
修
さ

れ
た
。

　
堀
澤
探
題
大
僧
正
は
、
藤
天
台

座
主
猊
下
の
お
言
葉
を
代
読
さ
れ

「
戦
闘
が
続
い
て
お
り
、そ
れ
を
起

因
と
し
て
世
界
経
済
も
停
滞
す
る

な
ど
、
人
び
と
の
生
活
不
安
は
増

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
時
に
こ

そ
、
わ
れ
わ
れ
宗
徒
は
宗
祖
伝
教

大
師
の
御
誓
願
で
あ
る
仏
国
土
の

建
設
に
邁
進
し
人
類
救
済
の
聖
業

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。宗

祖
の
み
教
え
を
顕
現
し
た
一
隅
を

照
ら
す
運
動
の
さ
ら
な
る
展
開
と

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
『
世
界
平

和
祈
り
の
集
い
』
な
ど
の
行
事
を

通
じ
て
諸
問
題
解
決
へ
宗
教
者
の

叡
智
を
結
集
し
、
心
が
通
い
合
う

対
話
を
重
ね
、
共
に
平
和
へ
の
祈

り
を
捧
げ
て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
細
野
宗
務
総
長
が
挨
拶

し
施
策
を
述
べ
た
。機
構
検
討
に

つ
い
て
は
、「
宗
祖
伝
教
大
師
の
み

心
を
具
現
す
る
組
織
と
し
て
の
あ

り
方
を
問
い
直
す
」と
位
置
づ
け
、

3
部
会
に
分
け
て
協
議
し
た
こ
と

を
報
告
。「
近
々
、
当
局
の
思
い
を

諮
問
の
形
に
し
た
い
」と
語
っ
た
。

ま
た
来
年
度
に
迎
え
る
比
叡
山
宗

教
サ
ミ
ッ
ト
40
周
年
記
念
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に

向
け
、
本
年
9
月
8
日
に
主
催
者

団
体
と
な
る
「
日
本
宗
教
代
表
者

会
議
」
の
発
会
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
令
和
11
年
に
運
動
発
足
60
周
年

を
控
え
る
一
隅
を
照
ら
す
運
動

は
、
今
年
度
か
ら
一
隅
を
照
ら
す

運
動
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。一
隅
を
照
ら
す
精

神
を
周
知
し
、
運
動
発
足
の
意
義

を
再
確
認
す
る
機
会
を
設
け
「
本

運
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
よ

う
努
め
た
い
」と
話
し
た
。

　
ま
た
獅
子
王
圓
明
延
暦
寺
執
行

か
ら
も
挨
拶
が
あ
り
、
総
本
山
の

現
況
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
宗
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
第
1
6
1
回
臨
時
宗
議
会
が
5
月
12
日
、
天
台
宗
務
庁
に
招
集

さ
れ
議
長
に
松
景
崇
誓
師
、
副
議
長
に
鈴
木
常
元
師
の
両
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
改
選
後
の
初

議
会
に
あ
た
り
、
細
野
舜
海
宗
務
総
長
は
「
宗
務
運
営
の
両
輪
と
し
て
、
よ
り
よ
き
天
台
宗
の

発
展
の
た
め
に
支
援
と
協
力
を
」
と
語
り
、
自
身
の
施
策
を
述
べ
た
。

改
選
後
︑初
宗
議
会
を
開
催

正
副
議
長
に
松
景
崇
誓
︑鈴
木
常
元
の
両
議
員 

 

天
台
宗
宗
議
会

栃
木
教
区
實
教
院
住
職
。権
大
僧

正
。69
歳
。宗
議
会
議
員
2
期
。令
和

2
年
か
ら
4
年
ま
で
天
台
宗
教
学

振
興
事
業
団
理
事
。平
成
30
年
か
ら

日
中
友
好
天
台
宗
協
会
参
与
、天
台

宗
国
際
平
和
宗
教
協
力
協
会
参
与
。

天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

な
ど
を
歴
任
。

京
都
教
区
護
浄
院
住
職
。大
僧
正
。

72
歳
。宗
議
会
議
員
3
期
。平
成
22

年
か
ら
令
和
4
年
ま
で
天
台
宗
人

権
啓
発
委
員
会
委
員
。平
成
26
年
か

ら
日
中
友
好
天
台
宗
協
会
参
与
、天

台
宗
国
際
平
和
宗
教
協
力
協
会
参

与
。叡
山
学
院
運
営
協
議
委
員
会
委

員
な
ど
を
歴
任
。

︻
鈴
木
常
元
副
議
長
︼

︻
松
景
崇
誓
議
長
︼
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